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は
じ
め
に

『
蓑
虫
山
人
画
記
行
』
は
、
平
成
一
二
年
度
に
秋
田
県
が
美
術
取
得
基
金
を
充
て
、

購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
県
立
博
物
館
が
考
古
部
門
の
収
蔵
資
料
と
し
て
保
管

し
て
い
る
。
『
Ⅲ
記
行
』
は
、
縦
三
一
セ
ン
チ
、
横
六
五
・
Ⅲ
セ
ン
チ
の
淡
彩
川
を

裏
打
ち
し
、
二
つ
の
冊
子
と
し
た
も
の
で
、
岩
手
県
の
内
容
を
描
い
た
五
十
枚
の
絵

図
を
一
冊
に
、
秋
川
県
の
内
容
を
楠
い
た
六
二
枚
の
絵
図
を
別
の
一
冊
に
ま
と
め
て

い
る
。蓑

虫
山
人
は
、
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
主
に
東
北
地
方
を
旅
し
、

各
地
の
風
景
や
風
俗
を
描
い
て
歩
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
名
古
屋
市
の
長
母

寺
に
は
、
そ
の
絵
画
を
ま
と
め
た
『
蓑
虫
山
人
全
国
周
遊
絵
日
記
壱
三
冊
が
絵
画

集
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
絵
日
記
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
安

藤
直
太
朗
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
絵
日

記
の
秋
田
県
に
関
係
す
る
部
分
を
写
真
撮
影
し
、
編
集
し
た
『
蓑
虫
山
人
全
国
周
遊

絵
Ⅱ
記
ｌ
秋
川
編
ｌ
』
が
昭
和
五
四
年
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
当
館
が
所
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
『
画
記
行
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
不
明

で
あ
っ
た
明
治
二
四
年
お
よ
び
明
治
二
七
年
の
山
人
の
旅
程
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
長
母
寺
保
管
の
『
全
国
周
遊
絵
日
記
』
と
表
紙
の
体
裁
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
周
遊
絵
日
記
と
は
別
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
画
記
行
』
の
箱

書
き
か
ら
大
正
六
年
に
あ
た
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

本
文
は
『
画
記
行
』
の
記
載
内
容
か
ら
、
こ
れ
ま
で
不
明
と
し
て
い
た
山
人
の
旅

程
を
紹
介
す
る
こ
と
と
、
絵
図
の
四
分
の
一
を
占
め
る
考
古
遺
物
の
記
載
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
紹
介
「
蓑
虫
山
人
画
記
行
」
か
ら

明
治
二
四
年
．
二
七
年
に
お
け
る
山
人
の
旅
程
と
考
古
資
料
に
つ
い
て

Ⅱ
明
治
二
四
年
に
お
け
る
岩
手
県
（
陸
中
風
）
で
の
旅
程
Ⅱ

山
川
二
Ｈ
陸
中
園
東
磐
井
郡
川
河
津
郡
龍
山
窟
之
図

四
月
一
八
日
陸
中
国
東
磐
井
郡
薄
衣
村
里
見
龍
湖
宅
二
滞
留

四
月
二
八
日
陸
中
園
東
磐
井
郡
奥
田
村
伊
藤
茂
助
宅
滞
留

五
月
一
日
陸
中
国
東
磐
井
郡
輿
田
村
元
鳥
海
村
妙
見
神
社
賓
物
、

洞
掌
藤
野
氏
宅
於
テ
写
之

五
月
中
旬
陸
中
園
東
磐
井
郡
折
壁
村
藤
代

五
月
一
八
～
二
一
日
陸
中
園
東
磐
井
郡
藤
沢
駅
皆
川
清
一
郎
宅
二
於
テ
滞
在

二
月
一
五
日
陸
中
園
東
磐
井
郡
藤
沢
村
斎
藤
氏
之
宅
観
月
之
図

Ⅱ
川
治
二
七
年
に
お
け
る
秋
川
県
（
羽
後
剛
）
で
の
旅
秘
Ⅱ

六
月
一
六
日
陸
中
園
橋
場
村
ョ
リ
国
見
嶺
ヲ
超
１

・
・
・
羽
後
園
生
保
内
村
二
着
ク

六
月
一
八
日
仙
北
郡
園
見
峠
千
段
漫
之
図

六
月
一
二
日
仙
北
郡
六
郷
町
栗
林
氏
別
荘
二
於
テ
若
燕
之
図

六
月
二
一
～
二
九
日
羽
後
園
仙
北
郡
大
曲
町

六
月
二
五
日
仙
北
郡
大
曲
駅
八
幡
楼
二
於
テ
タ
涼
図

七
月
二
・
三
日
秋
田
市
達
磨
館
二
滞
在

七
月
三
日
秋
田
市
旧
城
公
園
地
二
於
テ
眺
望
之
図

七
月
三
日
秋
田
市
真
崎
勇
助
方
茶
室
二
於
テ
談
話
之
図

｜
、
明
治
二
四
年
お
よ
び
明
治
二
七
年
の
旅
程
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
絵
図
の
中
に
書
か
れ
た
文
章
を
要
約
し
、
記
載
年
月
日
・
訪
問
先
あ
る

い
は
滞
在
先
を
旅
程
と
し
て
ま
と
め
た
。

庄
内
昭
男
＊

*秋川県立博物館
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資料紹介「蓑虫ili人画記行」から

真
崎
勇
助
〔
一
八
四
一
（
天
保
一
三
年
七
月
十
日
生
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年

三
月
一
八
日
没
〕

住
所
秋
川
市
根
小
屋
町
（
現
秋
川
市
中
通
四
丁
Ⅱ
）

略
歴
佐
竹
藩
の
高
官
の
家
に
生
ま
れ
、
藩
政
改
革
後
も
藩
知
事
佐
竹
義
尭
に
つ
か

え
、
明
治
二
年
に
は
家
従
に
抜
擢
さ
れ
た
。
後
年
秋
田
書
籍
館
や
師
範
学
校
・
秋
田

中
学
校
の
書
記
を
つ
と
め
た
。
そ
う
し
た
中
で
秋
川
県
内
各
地
を
巡
り
、
考
古
遺
物

前
記
に
記
載
し
た
日
程
か
ら
お
っ
た
山
人
の
旅
程
を
図
と
し
て
ま
と
め
た
。
ま
た

羽
後
国
分
で
は
考
古
資
料
の
紹
介
が
絵
図
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蓑

虫
山
人
が
交
流
し
た
考
古
資
料
の
収
集
家
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
。

八
月
二
五
日
南
秋
田
郡
一
日
市
村
相
馬
久
三
郎
宅
二
於
テ
滞
在

九
月
七
日
南
秋
田
郡
上
井
河
ト
云
う
里

九
月
八
Ⅱ
～
二
五
Ⅱ
南
秋
川
郡
上
井
河
村
井
内
沢
石
喜
治
二
滞
在

十
月
二
○
日
秋
田
市
倶
楽
部
二
於
テ
秋
田
県
物
産
品
評
会
之
図

十
月
二
七
～
三
一
日
南
秋
田
郡
大
久
保
村
高
橋
鉄
之
助
宅
二
滞
在

二
月
三
日
南
秋
川
郡
五
十
目
村
天
長
節
奉
祝
之
図

八
月
一
五
日
羽
後
園
南
秋
田
郡
面
潟
村
千
田
敬
治
宅
之
席
上
図

七
月
四
～
六
日
土
崎
港
戸
村
内
二
滞
在

七
月
一
四
日
南
秋
田
郡
小
泉
村
奈
良
茂
別
荘
之
談
話
図

七
月
一
五
～
一
八
日
男
鹿
鴫
脇
本
小
学
校
佐
藤
初
太
郎
寄
宿
舎
古
物
一
覧
之
図

七
月
一
九
～
二
八
日
南
秋
田
郡
船
川
港
沢
木
之
居
宅

八
月
二
～
一
三
日
南
秋
田
郡
船
越
村
小
野
寺
友
吉
方
楼
上
二
於
テ
八
龍
橋
眺
望
之
図

八
月
一
四
日
羽
後
園
南
秋
田
郡
新
関
村
茶
店
休
息
之
図

八
月
一
四
日
羽
後
図
南
秋
田
郡
五
十
目
町
旅
舎
白
土
官
蔵
二
於
テ
一
宿

八
月
一
～
五
日
秋
川
男
鹿
田
沼
氏
席
上
談
話
之
図

八
月
五
～
七
日
秋
田
男
鹿
湯
本
大
坂
善
武
八
入
浴

二
、
秋
田
県
（
羽
後
国
）
に
お
け
る
旅
程
と
交
流
の
あ
っ
た
考
古
資
料
収
集
家

の
採
集
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
七
年
か
ら
採
集
記
録
と
し
て
「
雲
根
録
」
を
執
筆
、

明
治
七
年
か
ら
明
治
三
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
明
治
二
二
年
に
は
「
雲
根
録
」
を

も
と
に
「
石
雛
考
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
県
史
編
募
委
員
あ
る
い
は
博
覧
会
の
御
用

掛
や
天
皇
巡
幸
の
天
覧
物
世
話
方
を
務
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

奈
良
茂
〔
一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
生
、
一
九
○
一
（
明
治
三
四
）
年
没
〕

住
所
南
秋
田
郡
小
泉
村
（
現
秋
田
市
金
足
小
泉
）

略
歴
本
名
が
善
継
と
い
う
。
秋
田
市
北
部
の
地
主
、
奈
良
家
十
四
代
当
主
で
あ
る
。

千
田
敬
治
〔
生
年
不
明
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
二
七
日
没
〕

住
所
南
秋
田
郡
面
潟
村
小
池
字
岡
本
家
ノ
下
（
現
在
五
城
目
町
小
池
字
岡
本
）

略
歴
千
田
家
は
南
秋
川
郡
の
地
主
で
あ
る
。
絵
図
の
叩
に
千
‐
川
敬
治
作
の
歌
が
一

首
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
号
は
千
田
志
可
理
。
蓑
虫
は
先
代
の
千
田
平
三
郎
を
明
治
一

四
年
に
た
ず
ね
て
い
る
。
五
城
目
町
小
池
字
岡
本
下
台
な
ど
で
採
集
し
た
考
古
遺
物

を
多
数
保
管
、
し
か
し
一
九
四
五
年
千
Ⅲ
家
が
火
災
で
消
失
し
た
後
の
資
料
の
所
在

は
不
明
で
あ
る
。

佐
藤
初
太
郎
〔
生
年
不
明
、
一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
年
没
〕

住
所
蓑
虫
山
人
と
あ
っ
た
明
治
二
七
年
当
時
に
は
男
鹿
市
脇
本
小
学
校
に
勤
務

略
歴
秋
田
師
範
学
校
の
出
身
で
、
明
治
一
七
年
よ
り
十
三
年
前
後
小
学
校
訓
導
を

勤
め
る
。
そ
の
間
の
十
年
間
は
男
鹿
市
脇
本
小
学
校
訓
導
校
長
で
あ
っ
た
。
後
山
本

郡
麻
生
地
方
に
転
勤
。
東
京
人
類
学
会
を
通
じ
て
男
鹿
・
山
本
地
域
の
遺
跡
・
遺
物

の
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
後
佐
藤
は
博
物
学
に
興
味
を
も
ち
、
秋
田
県
第
一
中
学
校

で
日
本
歴
史
植
物
学
を
教
授
、
明
治
三
七
年
に
は
函
館
中
学
校
に
赴
任
し
た
。
佐
藤

が
収
集
し
た
資
料
は
、
佐
藤
の
死
後
明
治
四
二
年
四
月
県
立
図
書
館
に
お
さ
め
ら
れ

た
。
昭
和
五
四
年
に
県
立
図
書
館
か
ら
県
立
博
物
館
に
考
古
資
料
が
移
管
さ
れ
た
。

博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
の
一
部
が
、
絵
図
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
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驚料紹介『焚山ili人pill紀行」から

参
考
文
献
・
資
料

高
橋
哲
華
『
蓑
虫
山
人
』
昭
和
四
二
年
洋
々
社

土
屋
常
義
『
蓑
虫
川
人
と
そ
の
作
口
聖
昭
和
山
川

石
垣
忠
吉
・
千
葉
三
郎
『
蓑
虫
山
人
全
国
周
遊
絵

明
治
二
七
年
に
は
岩
手
県
か
ら
国
見
峠
を
経
て
、
秋
田
県
に
入
っ
て
い
る
が
、
秋
田

県
に
は
明
治
一
二
～
一
四
年
、
明
治
二
○
～
二
三
年
に
継
ぐ
、
三
度
目
の
来
訪
で
あ

る
。
一
度
目
は
秋
田
県
の
県
北
地
方
沿
岸
を
、
二
度
目
は
県
北
か
ら
さ
ら
に
県
南
地

方
を
旅
し
て
い
る
。
明
治
二
七
年
の
遊
歴
に
お
い
て
、
風
景
や
風
俗
も
描
い
て
は
い

る
も
の
の
、
考
古
資
料
の
紹
介
を
主
と
し
て
い
る
の
は
、
明
治
二
八
年
に
北
秋
川
郡

比
内
町
扇
田
の
麓
家
で
開
催
し
た
、
大
規
模
な
考
古
遺
物
の
博
覧
会
を
行
う
た
め
の

調
査
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
三
年
に
は
、
福
島
県
・
宮
城
県
下
を
遊
歴
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
明
治

二
四
年
五
月
に
は
東
磐
井
郡
藤
沢
村
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
宮
城
県
を
北
上
し
て

き
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
藤
沢
村
を
皮
切
り
に
岩
手
県
を
北
上
す
る
旅

を
明
治
二
七
年
六
月
ま
で
続
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
『
画
記
行
』
か
ら
蓑
虫
山
人
の
旅
程
を
ま
と
め
る

絵
町
集
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

冊
子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
表
書
き
『
蓑
虫
山
人
画
記
行
』
を
使
用
し
た
。

箱
書
き
と
同
じ
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

真
崎
勇
助
の
略
歴
に
つ
い
て

秋
田
県
立
博
物
館
「
真
崎
一
男
助
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
録
」

千
出
敬
治
の
略
歴
に
つ
い
て

八
郎
潟
町
千
田
平
三
郎
氏
よ
り
資
料
提
供
を
い
た
だ
く
。

佐
藤
初
太
郎
の
略
歴
に
つ
い
て

「
東
京
人
類
学
会
雑
誌
第
二
一
巻
」
明
治
三
九
年
を
参
考
と
し
た
。

『
蓑
虫
川
人
と
そ
の
作
口
聖
昭
和
山
川
年
岐
阜
大
学
研
究
報
告
２
号

・
千
葉
三
郎
『
蓑
虫
山
人
全
国
周
遊
絵
日
記
ｌ
秋
田
編
坐

昭
和
五
川
年
Ｄ
Ｉ
フ
ォ
ト
企
画

写
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解
説

①
絵
画
集
の
区
分

明
治
二
四
年
陸
中
図
記
載
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を
「
り
」
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明
治
二
七
年
羽
後
画
記
載
分
を
「
う
」
と

し
、
算
用
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
子
に
お
け
る
配
列
順
序
で
あ
る
。

②
出
土
地
に
つ
い
て

記
載
内
容
を
転
記
し
た
。

③
資
料
名
に
つ
い
て

写
真
か
ら
判
断
で
き
る
範
囲
で
示
し
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。

写
真
内
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出
土
地
お
よ
び
資
料
名
の
区
分
を
行
う
た
め
に
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ド
を
付

記
し
た
。
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T - d b a B A
Ill

幣胤Sfi*

噌潔“

笈
悔
・
”
〃
ん
じ
、
ｉ
ｔ
、

－一

篭_二』、

｝
'､

ノ
（
'".'̂

、 一 = 〆

・
小
池
字
岡
本
下
窒

一一－－，
‘

1
Ad

l
一

一一
．
、
、
ｊ
ノ
》
。

Ｑ
６
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ｌ
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